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FEATURE STORYストローは序章　世界同時「脱プラ」の衝撃 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
リ
ス
ク
続
々

世
界
に
ス
ト
ロ
ー
対
策
指
示

「
全
店
舗
で
ス
ト
ロ
ー
の
提
供
を

止
め
る
か
、
代
替
素
材
に
切
り
替

え
る
よ
う
に
」
─
。
今
年
５
月
、

米
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
Ｔ
Ｇ

Ｉ
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
の
国
際
本
部

（
英
国
）は
、
世
界
各
国
の
担
当
者

に
こ
ん
な
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。

同
社
は
、
世
界
60
カ
国
全
約

９
０
０
店
舗
で
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
を
紙
製
ま
た

は
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ま

た
は「
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
素
材
」に
２
０
１
９
年
12
月

末
ま
で
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
す

で
に
表
明
し
て
い
る
。

日
本
で
Ｔ
Ｇ
Ｉ
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ

を
展
開
す
る
の
は
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー

プ
。
同
社
担
当
者
は
す
ぐ
に
経
営

陣
に
相
談
し
、
来
年
ま
で
に
ス
ト

ロ
ー
の
提
供
を
廃
止
し
た
り
、
希

望
し
た
客
に
だ
け
紙
ス
ト
ロ
ー
を

提
供
し
た
り
す
る
方
針
を
決
め

た
。今

年
に
入
っ
て
、
米
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
や
米
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
な
ど
、
世
界
規
模
の
外
食

産
業
や
小
売
業
も
相
次
い
で
ス
ト

ロ
ー
廃
止
を
打
ち
出
し
た
。

国
別
で
も
、
英
国
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
や
マ
ド

ラ
ー
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
芯
の
綿

棒
の
配
布
や
販
売
を
禁
止
す
る
法

案
を
可
決
し
、
２
０
１
９
年
か
ら

実
施
す
る
予
定
だ
。
Ｅ
Ｕ
で
も
同

様
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
禁

止
に
向
け
て
審
議
を
進
め
て
い
る

（
16
ペ
ー
ジ
表
１
参
照
）。

だ
が
、
日
本
政
府
や
日
本
企
業

の
動
き
は
鈍
い
。最
大
の
汚
点
は
、

今
年
６
月
に
カ
ナ
ダ
で
開
か
れ
た

先
進
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
）で
、「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
憲

章
（O

c
e

a
n

 
P

la
s

t
ic 

C
harter

）」に
安
倍
晋
三
首
相

が
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
と
も
に

署
名
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

白化したサンゴにからまるプラごみ（モルディブ）㊤� ©Uli�Kunz�/�Greenpeace
ラッシュ社員が記録した１週間の生活ごみ（１人分）

ストローストローは序章は序章

米スタバで提供されているクッキーのストロー㊤　シャワージェルやボディクリーム
などの固形化を進め、脱パッケージ化するラッシュの商品

日
本
経
団
連
や
各
業
界
団
体

も
、
こ
の
問
題
で
積
極
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
形
跡
は
な

い
。
あ
る
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者

は「
政
府
や
業
界
団
体
が
、
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
禁
止
を
呼

び
掛
け
て
く
れ
れ
ば
、
当
社
は
そ

れ
に
従
い
た
い
。
で
も
ウ
チ
か
ら

止
め
る
と
は
言
え
な
い
」と
打
ち

明
け
る
。

日
本
と
米
国
が
署
名
し
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
て
、
国
際
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
事
務
局
長
は

「
非
常
に
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
」と

声
明
を
出
し
た
。

ソ
フ
ト
ロ
ー
へ
の
関
心
低
い

な
ぜ
日
本
の
業
界
や
企
業
は
、

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
へ

の
関
心
が
低
い
の
か
。そ
れ
は「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
自
社
の「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
リ
ス
ク
」と
と
ら
え
る
意
識

が
少
な
い
か
ら
だ
。
２
０
１
５
年

に
国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）が
採
択
さ
れ
て
以

来
、
日
本
で
も「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」と
経
営
の
統
合
を
掲
げ
る

企
業
が
増
え
た
。

だ
が
、
そ
の
多
く
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
ゴ
ー
ル
の
目
標
と
自
社
事
業

の
関
連
性
を
掲
げ
る
だ
け
の
内
容

だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
企
業
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
チ
ャ
ン
ス
と
同
時
に
リ
ス

ク
と
し
て
も
と
ら
え
、
原
料
調
達

か
ら
消
費
ま
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
上
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
い

る
。自

社
が「
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」を
使
い
続
け
る
こ
と
で
、

消
費
者
や
市
民
か
ら
の
抗
議
が
広

が
れ
ば
、
社
会
的
評
価
は
損
な
わ

れ
、
自
社
事
業
を
直
撃
す
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
が
拡
大
す
る
な
か
、
投

資
家
の
視
線
も
厳
し
く
な
っ
た
。

今
回
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
で
、
い
ち
早
く
動
い
た
の

は
米
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
や
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
だ
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、

環
境
や
人
種
差
別
問
題
な
ど
へ
の

関
心
が
深
い
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

（
１
９
８
０
─
１
９
９
５
年
生
ま

れ
）の
ユ
ー
ザ
ー
が
多
く
、
最
近

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
炎
上
す
る
事
例
が

次のCSRリスク（本誌まとめ）
①レジ袋、PETボトル、ガムなど
②その他、生態系に大きな影響を与える素材
③外国人労働者の人権・労働・待遇問題
④アニマルウェルフェア（動物福祉）
⑤パーム油に続く天然ゴムなど熱帯の産品
⑥電力のトレーサビリティ
⑦その他、SDGsの精神を軽視する企業行動

世界同時「脱プラ」の
　 衝撃

（�

森�

摂
＝
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
、
吉
田�

広
子
、
瀬
戸
内�

千
代
、
池
田�

真
隆
、

中
島�

洋
樹
、堀�

理
雄
、冨
久
岡
ナ
ヲ
＝
ロ
ン
ド
ン
、羽
生�

の
り
子
＝
パ
リ
、

田
口�

理
穂
＝
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
）

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
機
に
、
世
界
で
は「
脱
・
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
英
国
で
は
２
０
１
９
年
に
禁
止
の
予
定
で
、
Ｅ

Ｕ
も
追
随
す
る
情
勢
だ
。
日
本
企
業
が
無
視
や
放
置
を
す
れ
ば
大
き
な「
Ｃ
Ｓ

Ｒ
リ
ス
ク
」に
な
り
か
ね
な
い
。
日
本
政
府
も
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
海
外

か
ら
の
批
判
は
免
れ
な
い
。「
ス
ト
ロ
ー
」は
序
章
に
過
ぎ
な
い
。
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